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令和４年10月吉日
弊社ソフトウェアご使用ユーザー様

株式会社マーベルコンピュータ
■東京オフィス TEL.03-5786-3347,FAX.03-5786-3348
■明石本社          TEL.078-923-5536,FAX.078-922-6627

適格請求書等保存方式（インボイス制度）対応について

■インボイス制度について
令和5年10月1日から、消費税の仕入税額控除の方式として適格請求書等保存方式（インボイス制度）が導入されます。
適格請求書等保存方式の下では、税務署長に申請して登録を受けた課税事業者である「適格請求書発行事業者」が交付する「適

格請求書」（インボイス）等の保存が仕入税額控除 (※2)の要件となります。

◉「インボイス」とは...
売手 (受注側 )が買手 (発注側 )に対して、正確な適用税率や消費税額等を伝えるものです。
具体的には、現行の「区分記載請求書」に「登録番号(※1)」、「適用税率」及び「税率ごとに区分した消費税額等」の記載が
追加された請求書や納品書その他これらに類するものをいいます。

【BIZTREK_BackOffice--明細式（白紙用紙）印字例】

◉「インボイス制度」とは...
○ 売手 (受注側 )であるインボイス発行事業者は、買手 (発注側 )である取引相手(課税事業者)から求められたときは、インボイス
を交付しなければなりません（また、交付したインボイスの写しを保存しておく必要があります）。 

○ 買手 (発注側 )は仕入税額控除 (※2)の適用を受けるために、原則として、取引相手 (売手 )であるインボイス発行事業者から
交付を受けたインボイスの保存等が必要となります。

(※1)... インボイスを発行するためにはインボイス発行事業者の登録申請が必要です。登録は課税事業者が受けることができます。
インボイス制度が開始される令和5年10月1日からインボイス発行事業者となるためには、原則として、
令和5年3月31日    までに登録申請手続きが必要です。
申請手続き後、適格請求書発行事業者として登録された場合、「登録番号」が記載された登録通知書が送付されます。

(※2)...事業者が国内で商品の販売やサービスの提供などを行った場合には、原則として消費税が課税されます。
この消費税の納付税額は課税期間中の課税売上げに係る消費税額から課税仕入れ等に係る消費税額を差し引いて計算します。
ここで課税仕入れ等に係る消費税額を差し引くことを「仕入税額控除」といいます。

請  求  書　　   No.1-1

○○商店　御中
マーベル商事株式会社
〒150-xxxx
東京都XXXXXXXXXXX
TEL:03-xxxx-xxxx

登録番号 T1234567890123

前回御請求額　            御入金額　　         調整額　               繰越額　            御買上額   　   今回御請求額

0              　     0                      0                        0           21,800          ¥21,800

2023年10月XX日   締 (X日締)

日付　  伝票No  品番・品名　                                 数  量　単位     単     価　      金     額

23.11.01             123         牛肉                                                                                                                                      (   8% ★)                  5              kg                  1,000                        5,000

23.11.02             145         小麦粉                                                                                                                               (   8% ★)                  4               kg                   500                        2,000

:                                                                                                                                                                                                                                                            :

23.11.30             165         ビール 5             ｹー ｽ 1,200                        6,000   

【御買上計】　     　20,000
外税額　    　            1,800

【合          計】　    　21,800
(外税対象額:  20,000）

ー  ◇消費税内訳◇          対象額　   　消費税　ー
【外税対象額合計】 20,000          1,800　

■外税　10% :         10,000/        1,000

■外税　  8% :          10,000/           800
〔税抜金額〕　20,000
〔消費税等〕　  1,800
〔税込金額〕　21,800     

毎度ありがとうございます。
下記の通り御請求申し上げます。

〔品名欄の★印は軽減税率適用商品です。〕備考:

⑥

③

③

①

②
④ ⑤

〔インボイス記載事項〕
インボイス発行事業者は、以下の事項が記載された請求
書や納品書その他これらに類する書類を交付しなければな
りません(下線は特に注意が必要な項目です。）

①インボイス発行事業者の氏名又は名称及び登録番号
②取引年月日 
③取引内容(軽減税率の対象品目である旨)
④税率ごとに区分して合計した対価の額(税抜又は税込)及び
適用税率
⑤消費税額等(端数処理-インボイス当たり税率ごとに1回ずつ)
⑥書類の交付を受ける事業者の氏名又は名称

～国税局- インボイス制度パンフレット（R4.7改定）より

★課税事業者の方はインボイスを発行するために、適格請求書発行事業者の登録が必要になります。
★免税事業者の方は、ご自身の事業実態に合わせて、インボイス発行事業者（課税事業者）の登録を受けるかどうかの検討
が必要なります。

※インボイスに関するご質問やご相談は、国税局「軽減・インボイスコールセンター」までお問い合わせください。
フリーダイヤル　　　0120-205-553（無料）　　　　9:00～17:00（土日祝除く）
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■インボイス対応版について
□BackOffice
BackOfficeソフトにつきましては、現行V2018、V2020、V2021プログラムにてインボイスにおける明細への税率印
字及び税率毎の集計、登録番号の印字は既に対応済となっておりますが、今後一部変更及び追加機能がございますので、
正式なインボイス対応版を2023年 2月～3月頃にリリース予定です。

尚、インボイス対応版のバージョンはV2020、V2021、V2023となります。（V2018は機能追加は行いません）

現行V2018、V2020、V2021のバージョンでご利用の場合、以下の設定を行う事でインボイス対応の帳票出力が可能です。
注1）V2018は、インボイス対応版としてのプログラム変更修正等は行いません。V2020以降のインボイス対応バージョン

へのバージョンアップが必ず必要となりますのでご注意ください。
注2）「ヒサゴ480」「ヒサゴBD004 」の納品書をご使用の場合、プログラムの変更があります。

2022.10月以降の最新版のプログラムへ入替を行ってください。
1.「登録番号」設定
「自社1」メニュー=> 「会社情報登録」=> 「事業者登録番号」へ貴社の登録番号を入力し、登録します。

２.伝票及び請求書発行設定
○伝票「発行形式」設定

○請求書「出力内容」設定

□財務管理
財務管理ソフトにつきましても、BackOffice同様にV2020、V2021、V2023（macOS12、Windows11対応版）にて
インボイス対応版をリリースいたします。リリース時期は、2023年 2月～3月頃にリリース予定です。

＊財務管理V2023（macOS12、Windows11対応版）のリリースは、インボイス対応版と並行して対応予定です。

＊動作環境もBackOfficeと同様になります。

以下のチェックボックスをオンにします。

・「消費税率毎の内訳を印字する

・「区分記載請求書等保存方式で印字する」

（・「（明細式請求書の場合）明細行に消費税率を
印字する」　）
＊複数税率混在時のみオン

以下のチェックボックスをオンにします。

・「消費税率毎の内訳を印字する
（税額通知=請求書毎は対象額のみ印字）」

・「区分記載請求書等保存方式で印字する」

（・「明細行に消費税率を印字する」　）
＊複数税率混在時のみオン
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■旧バージョンでご使用の場合（V2010～V2018）
現在ご使用のバージョンが、古いバージョンでご利用の場合、対応版バージョン（V2020、V2021、V2023）
へのバージョンアップが必要です。
現在ご利用いただいておりますソフトのバージョンをご確認(P4～P7参照）の上、以下の動作環境を参照いただき、ご準備を宜し
くお願いします。
インボイス対応バージョン（V2020、V2021、V2023）の動作環境につきましては、以下となります。

尚、既にBackOffice/財務管理ソフトを（V2020, V2021、V2023）でご使用の場合は、インボイス対応版プログラム
へ入替を行うことで対応となりますので、そのままの環境でご利用いただけます（インボイス対応版リリースをお待ちください）

○V2020　動作環境
『対応OS』…　     Mac版：10.12.6(Sierra)、10.13.6(High Sierra) 、10.14(Mojave)

Windows版：Windows ８.1／Windows 10  
Windows Server2008R2 ／Server2012R2／Server2016／Windows ７(SP1)
（＊64bit版OSが必要）

＊各OSのバージョンは、最新バージョンをご利用ください。

『必要な機器構成』
1.パソコン本体　……Intel Core 2 Duo以降のプロセッサー、HD10GB以上の空き容量。　        　　　　　 　
2.本体メモリ ……本体メモリ４GB以上（複数のアプリを同時に使用する場合、８GB以上推奨）
３.モニタ ……横1280×縦1024ピクセル以上の解像度のモニタ

○V2021　動作環境
『対応OS』…　　  Mac版： macOS10.14.(Mojave) 、10.15(Catalina)　、11(Big Sur)

Windows版：Windows 10(2004),(20H2),(21H1)  
Windows Server2012R2／Server2016／Server2019
（＊64bit版OSが必要）

＊各OSのバージョンは、最新バージョンをご利用ください。
『必要な機器構成』

１.パソコン本体　……Intel Core 2 Duo以降のプロセッサー、HD10GB以上の空き容量。
Appleシリコン搭載MacはRosetta2で動作可能。

２.本体メモリ ……本体メモリ４GB以上（複数のアプリを同時に使用する場合、８GB以上推奨）
３.モニタ ……横1280×縦1024ピクセル以上の解像度のモニタ

＊財務管理V2023は、インボイス対応版（2023年2月～3月 ）と同時にリリース予定です。（BackOfficeは対応済）

○V2023　動作環境
『対応OS』…　　    Mac版： macOS10.15(Catalina)、11(Big Sur)、12（Monterey）

Windows版：Windows 10(20H2),(21H1),(21H2)/ Windows11
Windows Server2012R2/Server2016/Server2019/Server2022
（＊64bit版OSが必要）

＊各OSのバージョンは、最新バージョンをご利用ください。
『必要な機器構成』

１.パソコン本体　……Intel Core 2 Duo以降のプロセッサー(*推奨 4Core以上)
Appleシリコン搭載Mac。
＊4D64bit版を使用するには、SSE4.1命令セット対応のCPUが必要です。
(2010年のIntel Core i3以降が搭載されているPCを使用ください)
10GB以上の空き容量のあるストレージ（HDDまたはSSD）

２.本体メモリ ……本体メモリ４GB以上（複数のアプリを同時に使用する場合、８GB以上推奨）
３.モニタ ……横1280×縦1024ピクセル以上の解像度のモニタ
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■パソコンのOS及びBackOffice/財務管理ソフトのバージョン確認のお願い（※重要※）

現在ご使用になられているパソコンのOS及びBackOffice・財務管理ソフトのバージョンによって、インボイス対応版への
移行にはPC等の準備が必要になる場合があります。

必ず、使用されているパソコン環境及び、BackOffice・財務管理ソフトのバージョンをご確認いただき、インボイス対応版
(v2020、v2021、v2023)に備えていただきますよう、お願い致します。

○マルチ版-バージョンアップについて
＊マルチ版をご使用いただいている場合、Server 及びClinet パソコン両方のOS環境をご確認お願いします。
また、インボイス対応版（V2020、V2021、V2023）へバージョンアップされる場合、各バージョンに合った「4D」

が必要となります。（ V2020->4Dv17、V2021->4Dv18、V2023->4Dv19 ）

現在『4D運用ライセンス制度』にご加入いただいている場合、4DServer のバージョンアップ費用は発生しません。
ご使用されるバージョンに合った「4D」の発注を行いますので、バージョンアップ1週間前までに、弊社までバージョンアッ
プする旨のご連絡をお願いします。

尚、『4D運用ライセンス制度』ご加入いただいていない場合は、制度へのご加入が必要になります。
お見積させていただきますので、お手数ではございますが、ご連絡いただきますよう、宜しくお願い致します。
◎連絡先メールアドレス ＝＞　fujita@marvel.co.jp （担当：藤田）
◎お電話＝　明石本社   078-923-5536,　　東京オフィス 03-5786-3347

Windows版をご使用の場合

1.使用されているWindowsパソコンのOSと  ビット数 を確認
ご使用のパソコンの 「コントロールパネル」=>「システム」を開き、
・「エディション（OSの種類）」
・「システムの種類（OSビット数）」をご確認ください。
インボイス対応バージョンは全てのバージョンにおいて64bit版OSが必要となります。（32bit版OSは使用できません）

＊「システム」の場所が分からない場合...キーボードのWindowsキー を押しながら、[Pause]キーを押すと
「システム」画面が表示されます。

2.現在ご使用のBackOffice/財務管理　ソフトのバージョンを確認
ソフトを起動し、「ヘルプ」メニュー　から 以下を開きバージョンを確認ください。

「BackOfficeについて」

「マーベル財務管理について」
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3. 現在ご使用になられているパソコンのOS及びBackOffice/財務管理ソフトのバージョンが分かりましたら、以下該当する　
環境の説明を参照いただき、インボイス対応版へのご準備をお願いします。

○Windows10-（64bit 版）でご使用の場合（BackOffice/財務管理　V2016、V2018）

Windows10-（64bit 版）をご使用の場合、インボイス対応版の全てのバージョンに対応しております。
V2016、V2018をご使用の場合は、インボイス対応版リリースに備えて、早い段階で(V2020、V2021、V2023)  
いずれかへバージョンアップをお願いします。
インボイス対応版リリース時は、プログラム入換えのみの操作となりスムーズな移行対応が行えます。

＊財務管理ソフトにつきましては、インボイス対応と同時にV2023（macOS12、Windows11対応版）リリースを予定
しております。
Windows11の使用をご検討の場合、恐れ入りますが対応版V2023を待って バージョンアップをお願いします。

○Windows8.1にてご使用の場合（ BackOffice/財務管理  V2014～V2018）
○Windiws 7 にてご使用の場合（ BackOffice V2010～V2018、　財務管理　V2011～V2018）
Windws7、Windows8.1 -（64bit版） をご使用の場合、インボイス対応版V2020に対応しております。
インボイス対応版リリースに備えて早い段階で V2020へのバージョンアップを行っていただくか、新しいPCをご用意
いただき、最新版V2023へのバージョンアップをご検討お願いします。...（※）その他の注意事項を参照

尚、現在使用されている旧バージョンから、対応版へのバージョンアップは段階を踏んで順番にバージョンアップが必要で
す（V2010=>V2012=>V2013....) 。
例えば、V2010で使用のデータを、いきなりV2020で開いての使用はできません（データは正常に動きません）そのた
め、古いバージョンからのバージョンアップは時間がかかります。
事前にバージョンアップを行うことで、インボイス対応版リリース時はプログラム入換えのみの操作となりスムーズな移行が
行えます。

○ 上記以前の古いWindows OSご使用の場合（BackOffice/財務管理V2010～V2015）

インボイス対応版をご使用になるためには、パソコンのご用意が必要です。
インボイス対応バージョン（V2020、V2021、V2023）の動作環境（P3)をご覧いただき、ご希望のバージョンにあっ
たPCをご準備ください。　
尚、弊社ではパソコンの販売は行っておりません。お近くの量販店または販売店にご相談ください。

（※）その他の注意事項
以下の日程でマイクロソフトのWindowsサポートが終了となります。
サポートが終了すると、マイクロソフト社から「更新プログラム」が提供されないため、それを狙ったウイルス等に感染し
やすくなります。最新のセキュリティソフトを使っても防げない場合があります。
インターネットをご利用になる場合は、新しいPCをご用意いただくことをお勧めします。

・Windows8.1=>2023年 1月10日　　　　・Windows10 => 2025年 10月14日
（Windows7  => 2020年 1月14日 終了となっております。）

Windows版-旧バージョンにてドットプリンタをご使用の場合(BIZTREK_BackOffice）
Windows版のドットプリンタへの印刷は、プリントサーバーが必須となります。
パソコン本体とプリンタの接続には、「プリントサーバー(又はネットワークボード)」とLANケーブル(ストレ ート又は
クロスケーブル)が必ず必要になります。
バージョンアップ前に 必ず「その他」メニュー⇒「環境設定」⇒「プリンタ」タブ⇒「ドットインパクとプリンタ」の
設定をご確認ください。

＊新しくPCご購入を検討の場合の注意点＊
新しいPCのご購入際は、必ず64bit 版 OSの PCを購入してください。

＊BackOfficeのバージョンアップについて＊
バージョンアップ環境がない場合は、弊社にてデータのバージョンアップ処理を行わせていただけます。
（1data のみ無償。複数データはご相談ください） 要予約制＝＞TEL 078-923-5536
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Mac版をご使用の場合

1.使用されているパソコンのOSを確認。
＊ご使用のパソコンのOSは以下から確認いただけます。
パソコンを起動し、画面左上のリンゴマークをクリック＝＞『このMacについて』を選択します。

2.現在ご使用のBackOffice/財務管理　ソフトのバージョンを確認
ソフトを起動し、「ヘルプ」メニュー　から　「BackOfficeについて」「マーベル財務管理について」を開き確認できます。

3.現在ご使用になられているパソコンのOS及びBackOffice/財務管理ソフトのバージョンが分かりましたら、以下該当する　
環境の説明を参照いただき、インボイス対応版へのご準備をお願いします。

○macOS10.12(Sierra)、10.13(HighSierra)をご使用（BackOffice/財務管理　V2016、V2018）
インボイス対応版V2020に対応しております。
インボイス対応版リリースに備えて早い段階で V2020へバージョンアップをお願いします。
事前にバージョンアップを行うことで、インボイス対応版リリース時はプログラム入換えのみの操作となりスムーズな移行が
行えます。

○上記以前の古いOSをご使用（BackOffice/財務管理　V2010～V2018）
ご使用のパソコンによっては、macOS 10.12(Sierra)以上のOSへアップグレードできる場合があります。
アップグレードが可能かどうかは、Apple サポートへお問い合わせください。

Apple サポート＝＞　0120-277-535

＊OSのアップグレード前の注意点＊
OSのアップグレード前に必ずデータのバックアップを確実に行ってください。
その他、弊社以外のソフトを使用している場合、アップグレードしたOSに対応しているかの確認も必要になります。

macOS 10.12(Sierra)以上にアップグレードできない場合は、対応版の動作環境にあったPCのご準備が必要です。

＊BackOffice/財務管理　旧バージョンからのバージョンアップについて＊
ソフトのバージョンアップもOSのアップグレードと共に、各バージョンに対応したOS環境でのバージョンアップ処理が 
必要です。（次ページ対応表参照）
インボイス対応版までのバージョンアップ環境がない場合、弊社にてデータのバージョンアップ処理を行わせていただけま
す。（1data のみ無償。複数データはご相談ください） 要予約制＝＞TEL 078-923-5536
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■旧バージョンからのバージョンアップについて
バージョンアップを行うには、現在使用中のバージョンから段階を踏んで(V2010→V2012→V2013....)バージョンアップが
必要です。(各バージョンでデータを開くことでバージョンアップ処理が行われます)
以下OS対応表をご覧いただき、各バージョンに合ったOS環境でのバージョンアップが必要です。

各バージョンプログラムは、インターネット弊社ホームページからダウンロードが行えます。
また、各バージョンからの詳しいバージョンアップ手順及び、追加変更点も以下よりご確認いただけますので

旧バージョンからバージョンアップが必要な場合はダウンロードしてご利用ください。 （以下、参照）
＊ダウンロード環境が無い場合は、DVDを送付させていただきますので、お手数ですがご連絡（TEL 078-923-5536）お願いします。

ダウンロードからのバージョンアップ手順
弊社ホームページ=>> http://www.biztrek.jp/ にアクセス。

■「件名」をクリックしてください

※『財務管理サポート』『BackOfficeサポート』から選択

『BackOfffice』

『財務管理』

＊財務管理V2023はインボイス対応版と同時に
リリース予定です（2023年2月～3月 ）


